
各機関情報提供等
意見交換結果等

【内閣府】
・避難情報の名称変更と
他の自治体の取組紹
介について

【大洲市】
・避難行動要支援者名簿
情報の活用について

【国土交通省】
・地元からの質問に対す
る回答を行った

４地区（８班）に分かれ避難訓練及
び災害・避難カードについて話合い
意見を出した

【うまくいった点・改善が必要な点】
・実際にできた（短時間で避難した）。
・降雨時防災無線が聞取りにくい。

【地域で取り組むべきこと】

・要支援者の避難方法や実際の避
難時の荷物の運搬（避難袋）など災
害弱者への支援。

【 災害・避難カードに必要な情報】
・文字を大きくして見やすくする。
・本人情報、血液型、持病等を記入。

【災害・避難カードの配布方法等】
・避難方法を個々に伝えて配布する。
・部落の人に配布してもらう。

「災害・避難カードの作成」の取組状況（肱川水系）

○肱川については、5月25日に「肱川の減災に係る取組方針」を策定（12月26日第３版）。また、5月30日には、洪水浸

水想定区域図（想定最大規模、計画規模）及び家屋倒壊等氾濫想定区域を公表。一方、内閣府が実施している「災
害・避難カードモデル事業」について、肱川の三善地区が今年度モデル地区として事業を実施。

○三善地区自主防災組織が主体となり、住民自らが「災害・避難カード」を作成できるようにするためにワークショップ等
を開催する事業であり、第１回ワークショップを8月28日に実施。第２回ワークショップを11月20日に実施し、各個人の
災害・避難カードを作成した。第３回ワークショップが1月29日に開催され、前回作成した「災害・避難カード」を基に、

避難訓練を実践し、意見交換を行った。それらの取組に関する支援・助言を行うため、「肱川大規模災害に関する減
災対策協議会」構成員も参加。

み よし

日 時 ： 平成29年1月29日 9:00～12:30（9:00～10:00 避難訓練）

場 所 ： 各地区一時避難場所から指定避難所（三善公民館）

参 加 者 ： 三善地区自主防災組織、三善地区住民（約60名）、
内閣府（防災担当）、肱川大規模災害に関する減災対策協議会

【第１回WS （8/28）】
・地域の災害について学ぶ

【第２回WS （11/20） 】
・「災害・避難カード」作成
【第３回WS （1/29） 】
・ 「災害・避難カード」を基に避難訓練

地元機関の参加

三善小学校、ＪＡ、大洲
ホームの地元の関係機
関も積極的に参加して
意見を出した

意見交換発表の様子

避難訓練の様子

避難訓練の様子

国交省

内閣府

大洲市

意見交換全体の様子



各機関情報提供等 意見交換結果等

【愛媛県】
・土砂災害について
【大洲市】
・公共施設（避難所）の
耐震化・ハザードマッ
プについて

４地区（各２班）に分かれ避難計画を話し合い
「災害・避難カード」作成。
その後、各地区の代表が発表。

【多田地区】
・一次避難は各集会所へ避難。
・二次避難は高台（環境センター等）避難。

【東宇山地区】
・各集会所へ避難。
・長期化の場合は三善公民館へ避難。

【 和田地区】
・土砂災害、水害別に避難場へ避難。
・水害・土砂災害同時発生時は避難ができない。

【深部地区】
・緊急速報メールを活用する。
・基本徒歩で三善公民館へ避難。

「災害・避難カードの作成」の取組状況（肱川水系）

○肱川については、5月25日に「肱川の減災に係る取組方針」を策定（9月12日第２版）。また、5月30日には、洪水浸水

想定区域図（想定最大規模、計画規模）及び家屋倒壊等氾濫想定区域を公表。一方、内閣府が実施している「災害・
避難カードモデル事業」について、肱川の三善地区が今年度モデル地区として事業を実施。

○三善地区自主防災組織が主体となり、住民自らが「災害・避難カード」を作成できるようにするためにワークショップ等
を開催する事業であり、第１回ワークショップを8月28日に実施。第２回ワークショップが11月20日に開催され、それら
の取組に関する支援・助言を行うため、大洲河川国道事務所も参加。

○次回のワークショップ（1月29日予定）は、今回作成した「災害・避難カード」を基に、避難訓練を実施する予定。

み よし

日 時 ： 平成28年11月20日（9：30～12：30）

場 所 ： 三善公民館 ２階大ホール

参 加 者 ： 三善地区自主防災組織、三善地区住民（約60名）、
内閣府（防災担当）、大洲市、愛媛県、大洲河川国道事務所

意見交換全体の様子

【第１回WS （8/28）】
・地域の災害について学ぶ

【第２回WS （11/20） 】
・「災害・避難カード」作成
【第３回WS （1/29予定） 】
・ 「災害・避難カード」を基に避難訓練
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各機関情報提供等 意見交換結果等

【松山地方気象台】
・防災情報とその利用

【大洲河川国道事務所】
・肱川での過去の洪水
・想定される水害
・洪水予報の情報伝達

【大洲市】
・避難の考え方と取組

４地区（各２~３班）に分かれ意見交換
その後、各地区の代表が発表
【多田地区】
・過去洪水で飲み水に困った。
・地区で船が必要

【東宇山地区】
・水害の心配は少ない
・土砂災害で自動車が通れない。

【 和田地区】
・内水被害と土砂災害が予想される。

【深部地区】

・樋門を閉めると内水が上がり、車が出
られなくなる。

日 時 ： 平成28年8月28日（9：30～12：30）

場 所 ： 三善公民館 ２階大ホール

参 加 者 ： 三善地区自主防災組織、三善地区住民（約60名）、
内閣府（防災担当）、大洲市、愛媛県、松山地方気象台、
大洲河川国道事務所

「災害・避難カードの作成」の取組状況（肱川水系）

○肱川については、5月25日に「肱川の減災に係る取組方針」を策定。また、5月30日には、洪水浸水想定区域図（想定
最大規模、計画規模）及び家屋倒壊等氾濫想定区域を公表。一方、内閣府が実施している「災害・避

難カードモデル事業」について、肱川の三善地区が今年度モデル地区として事業を実施。

○三善地区自主防災組織が主体となり、住民自らが「災害・避難カード」を作成できるようにするためにワークショップ等
を開催する事業であり、第１回ワークショップが8月28日に開催。それらの取組に関する支援・助言を行うため、大洲河
川国道事務所も参加。

○次回のワークショップは、まち歩き等を実施し、地域の危険箇所や安全な場所等を確認する予定。

み よし

大洲河川国道事務所からの
情報提供

意見交換・発表の様子



水防災意識社会再構築ビジョンの取組状況

6月9日
幹事会開催

8月28日
第１回ワークショップ

ワークショップを
数回開催

災害・避難カード
作成

スケジュール

※内閣府ｳｪﾌﾞｻｲﾄより※内閣府ｳｪﾌﾞｻｲﾄより

○肱川については、5月25日に「肱川の減災に係る取組方針」を策定。また、5月30日には、洪水浸水想定区域
図（想定最大規模、計画規模）及び家屋倒壊等氾濫想定区域を公表。

○一方、内閣府が実施している「災害・避難カードモデル事業」について、肱川の三善地区が今年度モデル地区
として選定され、現在、事業を実施中。

○三善地区自主防災組織が主体となり、住民自らが「災害・避難カード」を作成できるようにするためにワークシ
ョップ等を開催する事業であり、それらの取組に関する支援・助言を行うため、大洲河川国道事務所も参加。
＜参加機関：内閣府、大洲河川国道事務所、松山地方気象台、愛媛県、大洲市＞

○今後、ワークショップ等を数回開催し、三善地区の災害・避難カードを年度内に作成する予定。

みよし




